
令
和
４
年
度
上
半
期
業
務
状
況

　
収
益
全
体
で
は
、
前
年
同
期
に
比
べ

8
2
4
万
円
減
の
７
億
4
7
2
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
費
用
全
体
で
は
、
前
年
同

期
に
比
べ
2
1
6
万
円
の
支
出
増
と
な
り
、

総
額
で
５
億
7
、
3
6
4
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
、
当
期
の
純
利
益
は
１
億
3
、

1
0
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
上
半
期
に

比
べ
下
半
期
に
支
出
が
集
中
す
る
た
め
、
最

終
決
算
で
は
当
期
純
利
益
は
減
少
す
る
見
込

み
で
す
。

　

令
和
３
年
度 

　

決
算 
状
況

　
給
水
量
は
8
9
9
万
㎥
で
前
年
度
に
比
べ
４

万
㎥
増
、
給
水
人
口
は
、
8
5
、
0
4
1
人
で

前
年
度
に
比
べ
5
5
2
人
増
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
収
支

　
収
益
全
体
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
生
活
支
援
策
と
し
て
実

施
し
た
水
道
料
金
の
一
部
減
免
の
終
了
に
伴

い
給
水
収
益
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
総
額
で
２
億
7
8
7
万
円
の

収
入
増
と
な
り
、
14
億
9
、
0
0
1
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
費
用
全
体
で
は
、
受
託
工
事
費
の
皆
減
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
総
額
で
3
、

8
0
7
万
円
の
支
出
減
と
な
り
、
13
億
5
、

6
0
5
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
の
収
支
は
1
億
3
、

3
9
6
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
企
業
債
を
発

行
し
、
耐
震
化
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金
を

収
入
す
る
な
ど
し
て
収
入
額
が
４
億
7
、

7
7
0
万
円
、
支
出
額
が
10
億
3
、
1
5
4

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
５
億
5
、
3
8
4
万
円
の
収
支
不

足
額
は
、
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど

で
補
填
し
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業

　

令
和
３
年
度 

　

決
算 

状
況

　
総
排
水
量
は
1
、
1
7
5
万
㎥
で
前
年
度

に
比
べ
4
・
1
万
㎥
増
、
処
理
区
域
内
人
口

は
8
3
、
8
8
4
人
で
、前
年
度
に
比
べ
1
、

2
2
6
人
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
収
支

　
収
益
全
体
で
は
、
流
域
下
水
道
維
持
管
理

負
担
金
過
年
度
剰
余
金
の
返
還
金
が
発
生
し

た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
総
額
で
1

億
6
、
0
3
0
万
円
の
収
入
増
と
な
り
、
22

億
2
、
5
4
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
費
用
全
体
で
は
、
企
業
債
利
息
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
総
額
で
6
8
7

万
円
の
支
出
減
と
な
り
、
20
億
5
、
0
5
6

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
年
度
の
収
支
は
１
億
7
、

4
8
5
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
企
業
債
を
発

行
し
、
公
共
下
水
道
接
続
替
え
に
係
る
国
庫

補
助
金
を
収
入
す
る
な
ど
し
て
収
入
額
が
９

億
4
、
2
7
5
万
円
、
支
出
額
が
16
億
8
、

9
3
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　
な
お
、
７
億
4
、
6
6
1
万
円
の
収
支
不

足
額
は
、
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど

で
補
填
し
ま
し
た
。

◎
下
水
道
事
業

・�

給
水
量　
水
道
メ
ー
タ
ー
で
量
っ
た
実

際
に
使
わ
れ
た
水
の
量

・�

純
利
益　
事
業
全
体
の
利
益
に
臨
時

的
な
特
別
利
益
や
特
別
損
失
を
差
し

引
き
し
た
最
終
的
な
利
益

・�

資
本
的
収
支　
施
設
の
建
設
費
や
企

業
債
に
関
す
る
収
入
と
支
出

・�

企
業
債　
地
方
公
営
企
業
が
行
う
施

設
の
建
設
改
良
な
ど
に
要
す
る
資
金

に
充
て
る
た
め
に
起
こ
す
地
方
債

・�

損
益
勘
定
留
保
資
金　
現
金
の
支
出

を
必
要
と
し
な
い
費
用（
減
価
償
却
費

な
ど
）の
計
上
に
よ
り
、
企
業
内
部
に

留
保
さ
れ
る
資
金

用
語
解
説

上
下
水
道
事
業
の
財
政
事
情

令
和
４
年
度
上
半
期
業
務
状
況

　
収
益
全
体
で
は
、
前
年
同
期
に
比
べ
３
億

1
8
4
万
円
増
の
13
億
8
、
8
8
5
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
費
用
全
体
で
は
、
前

年
同
期
に
比
べ
9
、
7
8
1
万
円
の
支
出
増

と
な
り
、
総
額
で
10
億
2
8
1
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
期
の
純
利
益
は
３
億
8
、

6
0
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
上
半
期
に

比
べ
下
半
期
に
支
出
が
集
中
す
る
た
め
、
最

終
決
算
で
は
当
期
純
利
益
は
減
少
す
る
見
込

み
で
す
。

問
経
営
総
務
課　

・
有（
５
８
２
）1
1
3
6　

（
５
８
２
）5
7
8
0

上
下
水
道
事
業
の
令
和
３
年
度
決
算
状
況
と

令
和
４
年
度
上
半
期（
令
和
４
年
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）の
状
況
を
公
表
し
ま
す
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